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（栃木県） 

 

補充問題  塾技 38 仕事とエネルギー① 

 



  

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 （神奈川県） 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

解答は次のページ 

2 問題 



  

 

 

     
 

1．12〔N〕× 0.3〔m〕= 3.6〔J〕 

 3.6J 

 

 

 

2．動滑車では，物体の重さ〔N〕が，動滑車を支える 2 本の糸に半分ずつかかるので，正しく表して

いるのはウとわかる。 

 ウ 

 

 

 

3．重さ 12N の物体を，6 本の糸で支えていることになるので，糸 1 本あたりにかかる力，すなわち

手が加えた力の大きさは，12 ×  = 2〔N〕となる（P186「塾技 38」3．組み合わせ滑車を参照）。 

一方，仕事の原理より，ひもを引いた長さは移動距離の 6 倍となるので，0.3 × 6 = 1.8〔m〕となる。 

 力の大きさ：2N，ひもを引いた長さ：1.8m 

 

 

 

 

 

「塾技 38  」（1）より，定滑車は力の方向を変えるだけで，力の大きさは変わらず，ひもを引く長

さの分だけ物体が移動する。よって，A，B はともに仕事の大きさは変わらない。これに対して C で

は，動滑車を 1 個使用しているため，糸を引く力は半分ですむが，A，B と同じ高さまで引き上げる

には，糸を A，B の 2 倍の長さだけ引き上げる必要がある。本問では，A～D すべての糸を同じ長さ

だけ引いているので，C の仕事は A，B と比べて力が半分ですむ分，仕事の大きさも半分となる。 

一方，D では，斜面と動滑車を使っているので，垂直方向へ引き上げる力は C よりもさらに小さい力

となる。また，斜面に沿った移動距離は C と同じだが，力を加えている方向である垂直方向への移動

距離は C よりも小さくなる。そのため，D の仕事の大きさは C よりも小さくなる。以上より，D にお

ける仕事の大きさが最も小さくなる。 
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塾技 38  補充問題 解答・解説 
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